
被害に遭わないために
IPA（情報処理推進機構）のサイトでは、
○ 偽の警告画面が表示される主な事例
○ 偽の警告画面への対処方法
を紹介しています。
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山口県警察本部生活安全企画課

Ａさんが自宅のパソコンを操作中、突然、画面が

動かなくなり、

○ ウイルスに感染しています。

○ この電話番号に電話してください。

等の警告画面が表示され、Ａさんが、表示された

電話番号に電話すると、片言の日本語を話す男に、

○ パソコンがウイルス感染している。

○ セキュリティソフトを入れる必要がある。

○ 電子マネーカードを買ってコード番号を入力

してください。

などと言われ、Ａさんが複数回にわたり、コンビ

ニエンスストアで電子マネーを

購入し、合計１２０万円分の電子

マネー利用権をだましとられました。

ＩＰＡ（情報処理推進機構）の
ホームページはコチラ →→→


